
進行期パーキンソン病(PD)患者に対する
還元型CoQ10よるPD症状の改善

(Yoritaka A et al, Parkinsonism Relat Disord. 2015 ;21(8):911-916. 2014 より作成) 

【試験方法】
 試験デザイン:ランダム化二重盲検対照比較
 被験者:進行期PD患者 計64名

Group A:レボドパ投薬中でウェアリングオフあり 31名
62.7±11.4歳、総 UPDRS 14.8 ± 9.1

Group B:レボドパ投薬無し 33名
62.5±8.9歳、総UPDRS 7.4 ± 4.9

※ウェアリングオフ:投薬効果がある期間と無い期間が混在する状態
※UPDRS:PDの重症度や進行度を測定する尺度
※数値は平均±標準偏差

 食品:48週間（Group A）または96週間（Group B）摂取
還元型CoQ10 (300mg/日）またはプラセボ

 評価:UPDRS（統一パーキンソン病評価尺度）
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【結果】
ウェアリングオフがあるPD患者グループ（Group A）では、48週間の
還元型CoQ10摂取により、プラセボ摂取よりも総UPDRS の変化量が
有意に低値になった.
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